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『第5回学⽣が選ぶインターンシップアワード』 企業応募データ ①
NO.　　　

企業・団体情報 インターンシップ情報

オリエンテーション　事前学習（実施項⽬） フィードバック内容詳細（⾃由記述）

オリエンテーション　事前学習 内容詳細（⾃由記述）

フォローアップ　事後学習（実施項⽬）

インターンシップ　実施項⽬ フォローアップ　事後学習（⾃由記述）

インターンシップ　内容詳細（⾃由記述）

⼯夫ポイント（⾃由記述）

教育的効果（⾃由記述）

改善活動（⾃由記述）

協⼒社員の属性

具体的社員交流
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200421

専門知識の“みえる化”を体験する！　※編集職向け

2022年2月

2 2 12

特に対象とする学部はない

大学1・2年生の募集対象ではあったが特に積極的に募集は行っていない

いいえ

いいえ

いいえ 支給なし

全てオンラインで実施

【実務体験】実際の業務を一部実施　【実務体験】社長や役員の外回り業務への同行　【疑似体験】課題に対するグループワーク（企画立案、課題解決、プレゼンな
ど）　【疑似体験】課題に対する個人ワーク　【交流】社員との座談会　【その他】職業適性・自己理解などを深めるワーク　【その他】人事や社員による講義・レク
チャー

～ユーザー目線を徹底するコンテンツ作り～
当社は医学系・看護系書籍の出版 、栄養やその他医療関連分野の出版やデジタルコンテンツの制作行っており、医師国家試験の参考書や看護師国家試験の参考書ではトップクラスのシェアを誇りま
す。
その中でも最も売れている『病気がみえる』シリーズは、なぜ売れるようになったのか。それは読者も制作チームにいれユーザー目線を徹底した制作を行うこと、編集者が“主役”として活躍できる制
作方式をとっていること、そして難しい専門知識をわかりやすく“みえる化”していることが関係しています。
今回の仕事体験では、編集者がメディックメディア独自の制作ノウハウを紹介しながら、皆さんと一緒に“あたらしい医学コンテンツをつくる”ことについて話していきます。

※医学知識は不要です。文系・理系・医療系・IT系・美術系など多彩な人材が集まり、それぞれの良さを活かして、1人ではできない、他社にはできないモノづくりを行っています。

【専門知識の視覚化を体験】
●『病気がみえる』の視覚表現はどう考えられ作成されているか、
実際にワークショップを通じてその一端を作成体験していただきます。

オンライン＜2月4日(金)　14:00～17:30＞
まず『病気がみえる』の実際の原稿を、対照書籍と比較して読んでもらいます。その上で『病気がみえる』は「専門知識の視覚化」についてどういう工夫をしていたか、チームごとに検討・ディスカッ
ションし、自分たちの意見を発表していただきます。
各チームの発表に、『病気がみえる』担当者がフィードバックを行い、「専門知識の視覚化」における重要なポイントを解説します。

オンライン＜2月10日(木)　14:00～18:00＞
『みえるシリーズ』の制作過程を体感できる参加型のレクチャーを予定しています。

【なぜランキング上位を占めることができたか】
●「売れる」ための工夫や最も重視している点など、メディックメディアのコンテンツづくりの根幹をご説明します。

【メディックメディアcafe】
先輩社員と話す時間を設けております。
自分に向いているか、会社の雰囲気はどうかなどのwebサイトではわからない社員のリアルな声を聞くことができます。

【社内見学】
ライブ中継で、社内の様子をお届けします。

10

役員　課長（マネージャー）　主任（チームリーダー）　若手社員

社員2名・参加者2名のグループに分かれて、交流会を行います。（所要時間30分程度）※学生の希望に応じて時間延長可能です。

●社員にいろいろ質問してみましょう。
・どういう社風？
・どういう人が向いている？
・やりがいは？
・1日、1か月、1年の業務はどんな感じ？
などなど、
皆さんが知りたいことを編集者へ質問することで、自分に向いているかや入社後の自分をイメージしやすくなります。また、できる限り学生と経歴やスキル
が近い人など、バックグラウンドが近しい社員と話せるよう考えてセッティングしています。

【参加学生の声】
・出身大学や専攻が近い先輩と話す機会を設けていただいてとても貴重な時間でした。緊張したのですが、何でも質問していいよと言って下さって、リラッ
クスして楽しんで話すことができました。印象的だったのはお二方の、仕事が好きでいきいきとされている雰囲気です。画面越しでしたが、柔らかい雰囲気
もあり、真摯な雰囲気もある社風を参加前よりイメージできるようになったので良かったです。
・就活に対する悩みに対して誠実に答えてくれるだけでなく、＋αの情報やアドバイスもいだだけて、大変感謝しております。

●プログラム内容・ワーク
一般的な出版社と当社の違い（事業内容・編集者としての仕事内容）についての説明や、難しい専門知識をわかりやすく“みえる化”している当社独自の制作
ノウハウを、実際の原稿を見比べながらディスカッションしてもらうことで、その一端を作成体験することができます。

●社員交流会
先輩社員とざっくばらんに話せる時間を設けております。また学生の経歴やスキルに合わせてバックグラウンドが近しい社員をあてがうよう調整しています。

●オンライン社内見学
社内をライブ中継で繋ぎ、リアルタイムの社内の様子や社員インタビューを通して対面に近いリアルな情報をお届けできるようにしています。

●一人一人が自ら考え体験し、参加者全員にフィードバックができるよう少人数開催としています。

視覚的表現方法について、どう考え工夫し作成しているかを体験することで、日頃の資料・制作物作成時に活かすことができるとのご意見
をいただくことが多いです。

【参加学生の声】
・１つのテキストを作成するために、多くの工夫がなされていることを実感したため。自分の研究発表などにも応用できそうな箇所を取り
入れたいと思った。
・「分けるとみえる」のお話が印象的で、とても良い学びになりました。自分のゼミでのプレゼンテーションや、アルバイト(塾講師)のと
きに役立てたいとも思いました。
・自分が書き手で授業をノートにまとめているときでも、後でノートを見返していて理解しにくいと思うことがあり、自分が何のために表
や図にまとめていたのか、その意味を問い直すことができました。徹底的に学習者に寄り添うノウハウと矜持がとても印象深かったです。

・インターンシップ実施後、反省点や改善案について担当社員との意見交換を実施。
・参加学生からのアンケート結果をもとに、次回インターンシップの改善点を検討。

事前のオリエンテーションは実施していない

特になし

グループに対する口頭でのフィードバック　個人に対する口頭でのフィードバック

10分未満 プログラム期間中複数回実施した

参加者全員が自分の意見を言える場を設け、一人一人の意見に対して編集長や編集者が個別にフィードバックするようにしています。
一人一人と向き合えるよう、少人数で実施しています。

インターンシップ終了後の定期的な連絡・フォロー

非上場

採用サイト更新のお知らせや本選考開始の案内等、必要に応じてメールでご連絡しています。

50～100人未満

マスコミ（出版・広告）


